
編集顧問

阿部　　弘
岩﨑　喜信
大本　堯史
河瀬　　斌
菊池　晴彦
桐野　高明
髙倉　公朋
田中　隆一
西本　　詮
橋本　信夫
早川　　徹
平川　公義
堀　　智勝
𠮷田　　純
吉本　高志

編集委員

佐々木富男
 （編集委員長）

新井　　一
岡田　芳和
片山　容一
斉藤　延人
高安　正和
伊達　　勲
冨永　悌二
寳金　清博
宮本　　享
𠮷田　一成
吉峰　俊樹
若林　俊彦

 （五十音順）

編集後記

436 No Shinkei Geka・39巻 4号・2011年 4月

　今月号の扉，秋山恭彦先生の「マイシューズのすゝめ」は，若い脳神経外科医への

激励として貴重な提言である．私は研究室時代，動物の胎仔脳から細胞移植のための

組織を取り出す際に卓上型実体顕微鏡を使っていた．これがマイクロサージャリーの

練習に最適であるのに気づき，早速 1台自宅に購入してガーゼで吻合の練習を行った．

高価なマイシューズだったが，秋山先生のおっしゃる「仕事に凝る」ことが充実した

医師生活につながっていったと思う．本誌の人気シリーズ「解剖を中心とした脳神経

手術手技」には，原政人先生が「頚椎神経根症の手術手技」をわかりやすい模式図つ

きで解説してくださった．臨床の場に役立てていただきたい．連載の先天奇形シリー

ズは，長坂昌登先生が豊富なご経験を基に多くの引用論文を網羅された「脊髄髄膜瘤」

の総説であり，現時点での本疾患の知識を整理するのに極めて有用である．その他，

研究，手技，症例報告など読み応えのある多くの論文が掲載されている．

　2010 年から 2011 年にかけて，3Dと電子書籍に関する話題がマスコミを賑わせて

いる．3Dについては顕微鏡画像のモニタを教育目的で 3D化することや，神経内視

鏡への応用などが，脳神経外科分野の直近の話題であり，電子書籍も大きな発展が望

める領域である．各種の医学雑誌が PDF のスタイルで供給され，電子書籍として持

ち歩けるようになった．さらに，書店で販売されている書籍や雑誌を電子書籍化して

iPad などに入れることが流行しつつある．自分で電子書籍化することを「自炊」と呼

ぶようになった．「自炊」のためのスキャナーや裁断機も売られているし，新聞でも「自

炊の仕方」という特集記事が掲載されるほどである．私はかつて本誌で「IT 自由自在」

という連載を担当し，2004 年の連載開始時に両面スキャナーが書類の保存に有用で

あると書いたが，まさか，書籍まで自分で電子化する時代になってくるとは思わな

かった．「自炊」すると，机の周りの書籍類の山が少しは片づくメリットもあるが，

電子化自体が目的になってはいけない．自炊したものを食べる，すなわち読んで内容

を吸収しないと意味がないことを改めて肝に銘じるべきであろう．
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